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　　　（黒岩鉱床および安積郡湖南村安積石膏L．Llを含む）
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　福島県会津地区で酷つとも大きい石膏鉱床である与内

畑石膏鉱床と，その支β、1黒器石膏鉱床，さらに安積郡湖

南村にある安積1石膏鉱床について，主として鉱体と変質

帯との関係に重点をおいて調査研究を行なつた．

　一辱内畑石膏鉱床は申新世申部に属する黒色頁轡二1二葦に胚

胎する規模の大き㌢、・不規則な形をした塊状鉱床で大規模

な粘土帯を伴なう。

　黒旛石膏鉱床は中新世下部といわれ、樽砂質凝灰岩中の

石膏鉱床で，規模はあ劇）大きくない．

　安積石膏鉱床は申新世紅属する緑色凝灰岩中に胚胎す

る石膏鉱薫宋で，頬．室藁は申程魔のものである．

　各鉱床ともに署膏鉱石に伴なう粘土鉱物は緑泥石が主

体で，黒岩の揚合は他鷺者に較べて絹雲母が多いようで

激鉱鎌部

ある．

　鉱体の周辺部に行くに従つて石膏に対して粘土の量が

多くな！ラ，1寒た微少な灘英も多くなる、

置．緒　　欝

　！鰹年に福、難県会津著松市石ケ森石膏鋤．1慮よび窺肝1

石膏鉱山について滞濁膏鉱体一変質帯一母憂1ぴ）関係を明ら

かにするこ撫麟鑓試顛1めとして調査紹賀議い，蕎ケ森

の湯合は新第三紀のいわゆる緑色凝灰岩層（申新跡謬：達部〉

中に1醐脅する石騰華鉱床で鉱体および琴制 二化帯の塁帯醗列

｛確磁郡（穫轡）敬・縛け朴一A噛礁

澤三鵡1難吻（認葡ン聖三藷麗ナイ　トー一一・イライ粒鉱物）鰻一ゆ勘ン勘り

鷲ナィ碍が明らかに観察された。、朝1三紛擶合にば嘗ケ

森の揚合ほど著しい累帯醗列を示さず，鉱体および粘土

帯に一般に石英および絹雲母の多いことが観察された．

今圏調査レた与内嬢石膏鉱山は会津盆地北縁の新第三紀

驚一（鋤



地質調喪翫矯報　（第！4巻　第遵讐）

層申に胚胎する石膏鉱床で，葡記の石ケ森・朝隷の鉱床

の胚胎する緑色凝灰黛／馨の、1熱／／に灘る黒色貰岩騰く質1・噺

世率部）にあ遡塊状の規模の大きい鉱体で母潜一変質帯

一鉱体の累帯配列が明瞭に観察される．窯た与内畑鉱床

の支山に当罫鞍嚢床は鱗ノ導畑鉱床の北方約71轍の地

点にあ！り，下部の緑色凝灰岩！lご、1庶部の砂質凝灰岩層

（中新世下部）の接触蘭に近く，上部の揃購凝灰岩層申

に胚胎する偏平塊状の小規模な石膏鉱床である．安積郡

湖南村にある安積石鶯鉱l／・臆黒岩鉱床と異なジ緑色凝灰

岩屡と砂質凝灰岩煽の接解蒲に近く，下部の緑色凝灰岩

申に胚胎する鉱床であ鵜．以上のように会得盆地周辺に

分布する石鉱床はいずれも中新世中部ないし胆1ぐ部に属

する黒色頁岩・緑色凝灰岩・砂質凝灰岩などの中に胚胎

し，いずれも偏平状ないし塊状の鉱体で鋳しい粘土帯を

伴なうものが多い．

　おのおの母岩の層準が異な診，母岩の岩質の相違する

署膏鉱床について，それぞれ母岩一変質帯…鉱床の配列

の模様について，主として粘土鉱物の観転から比較検討

する懲的をもつて調査瀞1：甕を行なつた．調査にあたξ）い

詳いろ便宜をはかつていただき，象た資料をいただいた

与内畑鉱山の辮位，とく靴伊藤所長，中村課長，鈴木技

師および安積鋤 韓の各位，とくに佐藤所長に深く感謝す

る次第である．象た当携安斎俊男・時津．拳入の安積石膏

鋤；床の資料を利ナ灘させていただマ・た．

灘．　位灘および交通

　与内蟻石膏鉱山は福島県耶麻郡熱塩加納村にある．磐

越薄線喜多方駅鍔）北方約7茎撒窪に1ヨ申線の会津加納駅が

あ墾，その北購方約2kmの宇岩尾に鉱山事務所および

編署膏鉱床がある．現鉱床は事務所の北鱈方直距離約

2．醜驚の玉枚沢川の左岸にある．交遜は会津加納駅から

与内畑廉で途中蟻ノ沢峠靴経てしL麟尾集でバヌの便があ

るが，山踏，尾一与内畑間（約o．51轍）は徒歩叢たはジー

ヅによる．鉱石は熱納駅蜜で約4k撚を索道就よ9運搬

される．バケットの容量は約認Ol燭である．

　裁．岩鉱床は熱重、姦加納村大宇加納字黒碧にあ勢加納駅か

ら三輪トラック塵たはジープを通す道路がある、鉱着の

運搬は鷺輪トヲックによ夢，加納駅憲で1藪燃を運ぶ．

途申道絡は粘土質であ象墾良くない所もあるが，傾斜は

それほど急ではない．冬季は（！2月一3月末）降雪のた

め運搬は申．星Lする（第！図）。

　安積眉膏鉱由は福島県安積郡湖南村にあ診，磐越薦線

上芦駅から猪欝代F糊の東岸二に沿つて南下すること約

鎗翫撚で舟津に達する．さらに約慧茎蝋南に中地があ蟄，

鉱街は中地の東方約感k撒の地、蓉、、乱にある。道驚1は比較的

艮く整備され鉱石は．ヒ戸駅議でトラックで運搬されるが

冬挙は降雪のため交遇が杜絶する（第2図）．
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簿灘県耶麻郡熱蟻魏納村与内畑石膏鉱床（斌薄秀夫）

　　！　　　　　　　　　l聡贈　　　　駄齪…一評

無一｝☆欝誌織
誓〆㌧、　　／　　　　嚢一
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畿　地鷺および地質

簿．蓋　与内撫贋蕎鉱霞

　当鉱山地域は会津盆地北西縁グ）鑑陵性由地に嘉籍，地

城中を置枚沢川が北から南に流れ，五枚沢川の東側はニ

ノ禽山（器2切r森山（灘叡虜　山系が南北1こ縦走

し，蜜た砺側には曾倉由（鱒工．鮪⇒一黒森山（醗7驚）

山系が岡膿よ聾に南北に平行に走つている．鉱1．Llは五枚

沢川の右岸にある小盆地地帯にあ！），鉱床付近は粘．i北

が著しく，端すぺ！）の危険にさらされている所も多い、

　鉱床付近の地質は下部から，緑色凝灰岩（緑色角礫凝

灰岩）・黒色頁岩および珪質頁岩・凝灰娯の互層からな

る第三紀層で，緑色凝灰岩申には糾長石英粗面岩が熔鰻

流として存在することが多い．各層は互いに整合で，一

般走向はN蒔○償ないし鵬（PW，南に30勇び傾麟する

単斜構造を黛する．

　緑色凝灰岩麟は当地域最下部層で与内畑部落の北方山

岩尾部落および五枚沢川上流地域に広く分布し，角礫質

になるところもある。また砂黛の薄屡を挾み，斜擬石英

粗面岩が熔岩流として存在することは前に述べた、転お夢

であ恐．

　岩相は淡緑色を呈する・軟質緻密な岩石で，顕微鏡下

の観察およびX線試験では，（）瀞燃撚程度の石英が斑贔

状にあるほかは，石綾，蕪に轍る部欝は微粒の畢英および長

石とその問隙を埋める微細な絹雲母の集…．爵，方解石の

　　　　　、め称れる、、

　、ll二部の黒色頁岩との境界付近の緑魚凝灰撃沖には｛全

に粘土化した部分があるがX線試験の結果欝は，絹雲母

と石英ゐ鳥らできぜぐレ・ること薄凝舞詳灘した；、，

　黒色頁癬屑は中新轡i課部に燐、するものといわれ，前記

の緑色凝灰岩を整合に覆つて，与内畑部落一潜に分布し

石膏鉱床の母砦となつてい恐．一般に黒色彰妥で粘土化

ヵ籍しい．濠床力ら比較的遠い部ンのものは，顕微鏡下

の観察では，焦欝驚驚程度以下の不頬則な形をじた石英

粒が多く，潜基に、1る部分は微粒の署英からできてい

て，その問隙を埋めぐ，ごく微粒のほとんど等方性に近

く見える緑泥苓がある．

　鉱床に比較的近いところでは，変質が箸しいものがあ

！）顕微鏡下の観察およびX線試験の結果では，方解苓の

賦2撒驚蒋度の円形の縞糞が多く，石基に暴，る部分は微

粒の石英と一部騰ンモ！ハ窯ナイトイヒが行なわれている部

分とか1．なる．襟の黒色頁岩屡申には幅数欝礁燐贋の

灰魚凝灰質岩の爽みがあるが，現在地表では観察審れ額

い

欝一（窯鋤
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、☆グ☆、

繕蓼鐵　　鯨　醐　藻i　鰐　曹　紘　鐸毅　地　灘　鐵　鎌　麹

　i縫質貰繕・讃疑灰岩互層は最、、1二部に当！り，黒色頁麗層詮

蕪蔓台・に覆いラ与内辮1麟奪客南ヅびに瑳くく分布も石欝鉱床とは

無関係のようである（第窪図）。

　黎潔　灘爆署藩鉱山

　会津地方と米沢地方の分水嶺をなす大塚山（i，鐙3驚）

と赤崩自（！，（）轍撚）　を結ぶ繕箋の、、暮馨／顧め大塚出から発

する御州と，勇崩山に発毒画る十鞍川の合流、蝋に近い1．蟹斑

に無茉｝二葺｝籍鉱鎌がある．

　鋤；球1付近の地質は，申新轡』ヂ1層に濡．蕎するといわれ

る。第三紀1塁雪ぐ下部は緑色凝灰岩層艶その1二部に翻欝疑

灰鰻繍が分布する．下部の緑魚凝灰轡層は御川の．瓠流地

域に広く分布覧〆ン石英琴難葎，岩が毒．雛緯武1こ諾、きラあ戎いは

岩株状もしくは熔膿流とL．て挾まれることが多い、，ま

た事安蓼！1矯が岩／雑状に夢鷺いている．

　緑魚凝灰岩はやや珪化されているようであるが，微小

蒸英・幾石を主とし，ごく少鑑銘）緑泥饗を含んでいる．

一翻派状の灘英粗面岩は著しく変質を受けてお蟄，斑鑛状

の長石と思われるものは滋とんど全部絹雲母化作用を受・

けてお！），…部カオリン様鉱物も認撹）られる．象た方解

石・黄鉄鉱が非常に多い．岩株状あるいは熔磨流として

ある無斑．糞羅滲粗甑岩は，蕎英・斜ま、石の石基か毅でき

ていて，斜長石のごく一一一部は絹雲母化しているがあまり

変質は藷しくない．

　葵嫉擬灰燐層は十鞍川の群解1縮域に広く分布し，石膏

鉱床の瑠二署となノニブぐ▽・る．軟質粘ニヒ化し乱楚峯石1ヤ，大部

分は微細な石英涛らで灘ているが夢絹雲母・蛇紋石など

の粘ご鉦鉱物，また霧実小な長畢掌・黄喪訣萄広なども、多く，澤漸

の含嶽れるところも多い．澤膏鉱床はこグ）砂質凝灰燐罐、

申紅賦存する（第遷図），、

欝一（3（）暮）
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地質調甕所薄報（第慧巻鏡纏鞠
　毒．菖　蛍繍石欝鉱山

　漏鉱出地域は猪苗代湖東岸グ）やや瞼しいll．1地で，猪蕊

代湖と郡象ii盆地と¢）間には額蜘ま．i（1，（）｛）9凱〉・笠ケ課由

（！，磁3難）などのμ、係があ！），鉱れを横断して通ずる講

道にある密森峠（呂（）3τ雛）の北覆方，碧．1：二技i（％9螢）の
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感謙　勢内畑顎驚鉱廉

石膏鉱濠は編内畑部落の東方地区，婁、鞭頂’翻沖に胚

胎する塊状交代鉱床で，1鼠薦約魏○瓢，南北約慧○○鵜の範

懸に分布し，深さは糸寧む○鵬までが確賛忍泰れている、，鋭ζ

体の傾斜は地囎の傾斜蕊は必ずしも…敷レないで，大体

南茜方／隷惑び位の懸な角度で傾斜し，新盛坑地並よ！）

約鰍瀧下部になると，鉱体はその幅趣減じ1乗台め，9繊職以

下に癒ると急激に尖滅す播。

鉱体の形状はきわめて不規瑚で，柏鉱俸（本鉱体の東

方に離れて存在する）を別にして約7個融鉱体に分けら

れているが，相互に連絡していて必ずしも馴々の鉱体で

はない．

　舞体における鉱石の贔位分布は必ずしも一一様ではな

く，各鉱体の中心部にあるS犠蕊駕以上の最良質鉱を申

心にして，最良欝鉱毒良質鉱ゆ中贔位鉱ゆ変質黒磁嶽欝

ゆ黒色頁岩ぴ）順序で変化する。最良翁鉱は粒状¢）石欝結

講、の集合で，粘土物質をほとんど含まないも拶）である．

艮質鉱は粒状の際鶯鉱動の間を繕藻ごの黒色粘土物質が

充鑛し，繊維石膏もみられる，、申贔位鉱は見掛け上，黒

色粘土申に石膏が脈状に走覧），あるいは球状に不規則に

はいる。菱質黒色頁鰻は黒色頁岩中に繊維樹膏脈が不規

翔紅走るもので，宥膏の抵力石英を多く含み，緑泥石・

絹雲母などを含むが揚所により繭謡以外の粘土鉱物の存

在する揚合がある、

　また一般に鉱体の上部においては鉱体および変質母聡

中に方解石を含むことが多い．

　各水準および立坑を通る南北の断葡における鉱石の品

位分布については第§図毎，轟，C），第7図，第工炎に牽

　蕊．慧黒岩鵯騨鉱廉

　鉱床は十鞍州と御川との合流、転の北北礪約5偽ぬの地

燕，大畑地内に砂籔凝灰撃，／．1内に偏平な楕円体の鉱床と

して存在する．その規模はN3ぴWダ）方向に約嚢○欝¢）延

長窒礁角の方陶に約SO漁の幅を持ち藷深さは約鱒瓢程度

である。鉱体における鉱石の贔位分布は比較的変化に、濫

い・が，全体として鍛良質鉱はあ寒！）多く癒く，見込贔　　夢
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く，緑色凝灰驚 沖に賦存し，大小∠茎個の鉱体に分けられ
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　本鉱体は南北約黛○瓢，東茜約婁囎／，深さ約6（）撒の範囲

にある不規則塊状の鉱体で，全体とLて北茜方向に約暮0礎

位傾斜している．また下部において急速に縮小す愚．

　購坑鉱体は南北約叢ぐ）瓢，束四約3鰍／，深さ約器驚の範

闘に賦存する鉱体で下部は完全に尖滅する．

　新坑鉱体は地表下7－8撒から深さ約工嚢驚の範囲に存

在が確認されているが，その規模は確認されていない、

　鉱体の周辺部はいずれも粘土化作用が著しく，特に硫

化鉱化作用が著しいので，他の緑色凝灰岩の粘土化した

地帯に比較して灰黒色を呈することが著しい．

　他の石膏鉱1．1比同様に各鉱体の申心部は，石膏を主と

し，少量の緑泥石を含む良質鉱であ蟄，周辺部に行くに

従つて，石膏の量に対して緑灘石の難が多くな窮　さら

に鉱体と粘土化帯との境界付近になると，石英がもつと

も多く，絹雲母・緑泥石・黄鉄鉱が多く，少量の石膏を

含むようになる．

　1β坑鉱体では石膏鉱石に含まれる粘土鉱物として蛇紋

石が含象れる場合がある（第嚢図）。

　　　難　鉱石の晶位・組成および鞍鷹の鉱物総成

　講．蓋　与内畑

　母岩がほとんど黒色頁愚であるため，粘：1祉物質（簸と

んど緑泥石および微粒の黄鉄鉱（？）か軽な紛が黒い

ため麺，一般に鉱畢デは黒味を帯びている．

　王）　簸良質鉱二S儀鐙駕以上

　粒状石膏の集合で，黒い緑泥石の粘土は少なく，繊維

石膏も認められない、，無選鉱でそのま窟セメント用石膏

として利用され馨、

　鶏　熱質鉱講（）講○霧以上

　最良質鉱に比較して，繊維石膏を夢く含み，緑泥養を

含むごとがi多い．手選轍よ1穿，淑》霧は精鉱とし，残！ラ櫛

鬼は水洗選鉱を行なう．

　嚢）　中品位鉱憾儀2砂5以上

　繊維石膏および黒い粘土（緑泥石〉が多くなる．水洗

選鉱を行ない，約⑳駕の歩溜勢であるといわれる、

　変質黒色頁岩・黒色貰濡となるに従つズ，石英の量が
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だんだん多くなるが，一一畷没1こ鉱1薦に捻￥織を含むことは

轍とんどなく，汀懸屯舶響と転｝ぐ羨賦蒙磐こ二含甕オLるのは一…ノ殺／こ

緑泥蕎で，1方解1響を夢く譲導むなどの蟻薫をのぞいて糸、粂溌

箱の蔓が多く癒ゼ）に従つて鉱石の品位が低下するわけで

触蕎｝、，またマ数蕩繊ぴ）輩費斜繊広が馨嫌ととll　lぐ計、“、、

　器．議黒岩
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響計二物質を含む、，顕微鏡下で観察すると，径i撚灘にも
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せる／窟撫となつている、、豪歎泥峯趣熟子のヅ擬さ1汰イ也の凝父山

の奪脅と嗣様．頻微鏡mドでもその大きさを磁茎ぎ1、懲できない

肇鎧斐グ）数弄」ス下のものである。
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察くな．1）冷　また霧ご泥石・絹一勤継等の1録1土釧1物が嘉くな．
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グ）｝びある壽

　翠鷺翻1畢罫の細絹黛は堆茂・iメノ1罫葦贔の糞熱｝していξ鍛1葬鐵に暴議泥

石のき港めて微細癒繍鰍がつ象つズいるものが多いが，

・…膳i叢には数溢文単繍さ、よびダイフ筑ポアぐ？）孝叢鉱∫物を；継、1
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翻鰐勿，　そび）他グ）凝鐸勿はさらに検ぎ緑を要する「
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められたが勢大こ蓬縫年頃現在（ヂ）第一・立坑付近の露嚢叢掘

力縁糞窟ぜた。蟻時翻、費は藩1．難薫黍』蓑ある疑は、難葺麹などによ

夢一　審二方懸銀灘擁禦薫。IL、た。

　大正嚢年会津隷，株式鎌i．が翻立されて，隣接鉱1鰐

併合L費あるいは新鉱駆、を設定Uて組織的採掘方法を採

用した．昭和2鶴内畑鉱由元“ 1か1　勧y駅に通ずる

延長鼠）k撚ぴ）鋳　1索道を薄脚設し，　昭和嚢年9月牽釜営季餐が

醸浅野雪メント社に移拠　多額び）投資をレて坑内外の設

備を擁叢し，昭詳雛蝿懲フ散、瀬鉱業株式会社と商鴛を改

め，撰翻矯年蓬疑l　l三i中線会津加納駅と麹山を騨1ぶ延長

菰露《撚の架撫索道を蔦　費し，戦後は擦1業の機械化に特に

犠、隷し・，坑内外の設備を改籔／ている．

　擦掘は議寒さく碧機および蕪、惹さく撃、機を縫用し，シ

鳥リンケージの応用お．よび傾斜充填法を利用し，鉱石の

．鞭、搬は立坑によi）捲象土げていち　選鉱は率選および水洗

涯爵を籍二用しラオ暴溜診は糸勺60，％である

　／．1－1鉱量は下記のようである。、

羅薪灘捻3£碁

　　霊

　　2s

2春

欝

2呂

鈴

3（）

31

32

i9夢724t

i偽群2

慧○，惣童

3（），｛）62

4鴇623

59，総§

7恭，7（｝5

78碁絡5

乏）8β警7

難，⑳2

ll宥　劃1

惣β87t

捻，7欝

ユ4多759

灘，撫叢

鷺，337

幽），慧73

唄33i6（）

48，緩87

43，蔀45

4茎3，（）郵

　従婁麹数は加納・黒碧両鉱1．鋒もヤ罫めて約・馨膨名でその

丙訳は次の，ようである。

　鋳ミ　勲む　・撃1擁薄1　2i（1罫

　　　　　加納　　欝

　　　　　黒岩　　葺
　1蟹　峯紘　竃づ嚇賛難　　13藻

　　　　　力口　撃内　　 i4
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馨．慧黒蟻鉱山
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ンノ拶畢窮馨．学

轟、鶴県耶麻羅　糧蓋加納村大掌力”納宇黒艦

東京都千代湧区大手町2の9　会津鉱業株

式会社

　・嬉内畑着膏鉱出の支μ．にして，昭和鍵年8薄か爵試錐

傑坑黛開始し，昭和2§年．舞勢坑道舞き鉱を行ないシ32年i2

月から採鉱を1粥始L、た。
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　現況
　採鉱は残招三式に1よ！3蒙秘．動さく鰻室幾を使用レ，・選・鉱は行

なわない．従業麹は1織員難名を含めて総計娼名（鐙年も絹

現在）である．近麹）ξ撚広量ば至麟のとお！／で，金部秩

づぐセメン1、壕朱琴丸一点雑綾こ養叢）オレ恐。

雛召灘自鷺藝舞監

　　鱒

　　叡）

　　雛

　　繊

　　婁3典註暮ノ／まで驚

i（｝算？鐸（慧

§，ξ鷺鞭

曝，○婁儀

蒔，驚賢

1う肇齢翫

護，総飯

7．織　　露

　申新橿二中部あるいは下謝に／、鶴する黒色頁岩・緑色1縫灰

爆・砂質凝灰艦とおのおの黒質を異にする母岩中に胚胎

する澤寓鉱床について，その鉱床と変質母岩との関係に

鷲）いて摺謬鷺を窄ずな〆》ノ烈二漆窯雰安鋪糞霧紘縫糞の一一鞘三の蓑蒙蔚欝歓毅鉱糸文

駈ずを鷹，むほゐ誌は艶二畢欝と鴇孟絃滲帆る灘駈1二鋤講勢としては，幕讃

童屈層f濤駄舷欝属ぎ凌〉愚こと力黒拶三iらゆ隅にな畷）六恥

　1、舞、患鉱床は砂質凝灰鰻申の鉱、 較であるが，石膏鉱石に

比較的石英の多いび）が特徴であ診，他の鷺鉱山に較べて
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